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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月14日(2012.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の絶縁層を介して第１の導電層と重なる領域を有する酸化物半導体層と、
　前記酸化物半導体層、前記第１の絶縁層、及び前記第１の導電層上方の、第２の絶縁層
と、
　前記第２の絶縁層上方の、第２の導電層及び第３の導電層と、を有し、
　前記第１の導電層は、透光性を有する第４の導電層と、遮光性を有する第５の導電層と
、を有し、
　前記第２の導電層は、透光性を有する第６の導電層と、遮光性を有する第７の導電層と
、を有し、
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　前記第３の導電層は、透光性を有し、
　前記第２の導電層は、前記酸化物半導体層と電気的に接続され、
　前記第３の導電層は、前記酸化物半導体層と電気的に接続され、
　前記酸化物半導体層と前記第３の導電層により、保持容量が形成されることを特徴とす
る半導体装置。
【請求項２】
　第１の絶縁層を介して第１の導電層と重なる領域を有する酸化物半導体層と、
　前記酸化物半導体層、前記第１の絶縁層、及び前記第１の導電層上方の、第２の絶縁層
と、
　前記第２の絶縁層上方の、第２の導電層と、を有し、
　前記第２の導電層は、透光性を有し、
　前記第２の導電層は、前記酸化物半導体層と電気的に接続され、
　前記酸化物半導体層と前記第２の導電層により、保持容量が形成されることを特徴とす
る半導体装置。
【請求項３】
　請求項１において、
　前記第５の導電層は、画素を選択するための信号を伝えることができる機能を有し、
　前記第７の導電層は、ビデオ信号を伝えることができる機能を有することを特徴とする
半導体装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項において、
　前記酸化物半導体層は、インジウムと、ガリウムと、亜鉛と、を有することを特徴とす
る半導体装置。
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